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軽種馬防疫協議会　事務局

（JRA馬事部防疫課） 
福山競馬場の馬鼻肺炎(EHV-1呼吸器型)について（続報）

４月１６日以降、発熱･感冒様症状を示す馬が発生していないことを受け、福山家畜保健衛生所、福山市競馬事務局および福山競馬開業獣医師会の３者が合同で在きゅう全馬を対象とした調査を実施し協議を行った。この結果、馬鼻肺炎(EHV-1呼吸器型)の発生は終息したとして４月２９日付で、同競馬場所属馬に対する自衛防疫措置を解除した。

なお、同疾病の初発確認以降、呼吸器症状を伴う発熱馬は９１頭であり、うち馬鼻肺炎と確定診断された馬は３頭であった。

今回の発生に伴う競馬開催への影響は、疾病発生以降の全期間を通じてなかった。

軽防協ニュース速報　号外











PAGE  

